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座長：照井　孫久（東北公益文科大学）

演題抄録掲載ページ→p.325－328
5－1
　皆が集う場で毎日継続して化粧の時間を設けることの意義
　発表者：前田　竜夫（医療法人杏政会グループホームそら）
5－2
　四国における認知症高齢者グループホームの現状と課題
　発表者：千葉　美香（早稲田大学人間科学研究科予防医学・健康福祉医療政策）
5－3
　職員の笑顔は入居者の笑顔！楽しみながら介護ができる職場環境を作る取り組み
　発表者：井上真喜子（グループホーム・土香里）
5－4
　地域密着型小規模施設の環境づくり
　発表者：�　¿　　裕子（久留米大学）
5－5
　東日本大震災を体験して感じた事
　発表者：中里　美幸（グループホームさくらがおか）
5－6
　東日本大震災後のグループホームの入所者増加に伴い認められた認知症高齢者の行動改善
　発表者：目黒　謙一（東北大学大学院医学系研究科高齢者高次脳医学）
5－7
　認知症グループホームスタッフによるお薬の服薬方法と剤型評価について
　発表者：佐伯　　剛（メディスンショップ蘇我薬局）
5－8
　認知症グループホームでの認知症患者の実態とドネペジル塩酸塩（アリセプト�）の評価
　発表者：雑賀　匡史（メディスンショップ蘇我薬局）

 
座長：大渕　律子（三重大学）

演題抄録掲載ページ→p.358－362
14－1
　A 氏の夜間睡眠障害に対して足浴を実施して
　発表者：藤井未奈美（（株）QOL サービス多機能地域ケアホームありがとうグループホーム）
14－2
　BPSD の困難事例に対しアセスメントとしてライフレヴューを応用した時の有用性の検討
　発表者：草壁　利江（医療法人社団常仁会サンスクエア沼南）
14－3
　IC タグモニタリングシステム（IC）によるアルゲイス徘徊評価尺度（AWS）の評価
　発表者：矢山　　壮（千里金蘭大学）

ポスター発表 B

9 月 24 日（土）　　第 3 エリア・G 会場

　5 ．グループホーム（14：45～15：33）

14．行動・心理症状（BPSD）（14：45～15：39）
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14－4
　アルツハイマー型認知症と血管性認知症への食事関連 BPSD アセスメント
　発表者：枝広あや子（東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座）
14－5
　アルツハイマー型認知症の混ぜ重ね現象改善と摂食量増加へのケア
　発表者：甲田　友里（（株）QOL サービス多機能地域ケアホームありがとうグループホーム）
14－6
　アルツハイマー型認知症高齢者の収集行動について
　発表者：渡辺　陽子（県立広島大学）
14－7
　エステによる認知症高齢者の行動変化
　発表者：案浦　康(　（医療法人案浦クリニック）
14－8
　オムツはずしは何故おきる？　
　発表者：立石　淑子（株式会社ケア・リンク介護事業部）
14－9
　認知症高齢者のグループホームにおける向精神薬使用の実態と課題
　発表者：大嶋　光子（椙山女学園大学看護学）

 
座長：野村　豊子（東洋大学）

演題抄録掲載ページ→p.385－388
20－1
　外泊支援を通じてつなぐ家族との絆と暮らし
　発表者：加田　凡子（介護老人福祉施設きんかい幸朋苑）
20－2
　高齢者の要介護度の変化と家族介護者の介護に対する認識との関連
　発表者：�　田　実央（鳥取大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻）
20－3
　在宅における認知症者への食事の援助
　発表者：高山　陽子（医療法人篠崎医院篠崎訪問看護ステーション）
20－4
　在宅生活を送る認知症の人と家族介護者の生活実態
　発表者：下山　久之（名古屋文理大学短期大学部）
20－5
　在宅認知症介護において看取りを可能にする要因に関する研究
　発表者：関　千代子（つくば国際大学）
20－6
　在宅認知症高齢者の薬物療法支援ツールの活用とその効果
　発表者：谷口　慶子（ケア 24 下井草）
20－7
　診断直後の本人と家族に対して行った心理教育の実際
　発表者：上田　　暢（医療法人藤本クリニック）

20．家族（14：45～15：33）
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20－8
　専門職による在宅認知症介護の評価に関連する要因
　発表者：春川美土里（東北福祉大学大学院）

 
座長：中澤　純一（NPO 法人やじろべー）

演題抄録掲載ページ→p.393－396
22－1
　介護老人保健施設 A における認知症の看取りケア
　発表者：加治木江利子（介護老人保健施設 A）
22－2
　センサーの有効的な使用方法の検証
　発表者：木村　　崇（高齢者世話ホーム油壺エデンの園）
22－3
　ベッドからの転落・転倒する危険のある方に対して超低床ベッドの導入
　発表者：室谷　明恵（高齢者世話ホーム油壺エデンの園）
22－4
　意味性認知症の利用者へのケアの試み
　発表者：山田　　眞（大阪市立弘済院第 2 特別養護老人ホーム）
22－5
　我が国の高齢者施設におけるパーソン・センタード・ケアの現状と問題点
　発表者：山本　美愛（Y’s リハ下総）
22－6
　介護老人福祉施設における質の高い認知症ケア要素の検討
　発表者：原　　祥子（島根大学医学部看護学科）
22－7
　脚を通して見えてきたもの
　発表者：照屋由希子（特定医療法人アガペ会北中城若松病院）
22－8
　施設に入所している認知症高齢者の睡眠・覚醒パターンの実態および関連要因
　発表者：堤　　雅恵（山口大学大学院医学系研究科）

 
座長：植田　　恵（帝京平成大学）

演題抄録掲載ページ→p.421－423
29－1
　A 市における認知症支援ネットワーク構築に向けた「ものわすれ予防検診」の課題
　発表者：中島　洋子（久留米大学医学部看護学科）
29－2
　CAB（認知能力伸長検査）の要介護高齢者における臨床的有用性について
　発表者：隅野　裕之（社会福祉法人悠人会介護老人保健施設サンガーデン府中）

22．施設ケア（14：45～15：33）

29．認知症予防（14：45～15：21）
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29－3
　MMSE，HDS－R 得点からみる「もの忘れ防止教室」の効果検討
　発表者：金屋裕美子（医療法人鴻池会秋津鴻池病院）
29－4
　ウォーキングプログラムが認知機能に与える効果の検討
　発表者：杉山　美香（東京都健康長寿医療センター研究所）
29－5
　介護付有料老人ホームにおける認知機能予防の取組み
　発表者：浅井くるみ（高齢者世話ホーム松山エデンの園認知機能向上委員会）
29－6
　地域住民の心に響く「笑顔でいつまでも」
　発表者：徳納　和子（もぐら探偵団）

 
座長：山田　律子（北海道医療大学）

演題抄録掲載ページ→p.427－430
31－1
　デイサービスにおける社会参加活動について
　発表者：佐治千恵子（藤本クリニックデイサービスセンター）
31－2
　デイサービス開始時にみられる意欲低下・無関心への関わりについて
　発表者：田中　　徹（藤本クリニックデイサービスセンター）
31－3
　もの盗られ妄想のある認知症高齢者に対するアプローチ
　発表者：山口　美紀（医療法人二期会小島病院）
31－4
　開設 3 年経過した通所リハの認知症予防の実際（第 3 報）前頭葉活性化を中心に
　発表者：松本　祥平（聖志会渡辺病院）
31－5
　軽度から中等度認知症高齢者に対するデイでの園芸活動
　発表者：森本奈々子（（株）QOL サービス多機能地域ケアホームありがとうミラクルデイサービス）
31－6
　通所介護施設において入浴などの職員の誘導をかたくなに拒否していた事例
　発表者：菅野美加子（特定非営利法人あじさい）
31－7
　爪切りケアの改善
　発表者：山本由紀子（（株）QOL サービス多機能地域ケアホームありがとう地域ケアホーム）

31．デイサービス・デイケア（14：45～15：27）


